
令和７年度広島県立総合技術研究所 

利用者アンケート調査（令和６年度利用分）について 

 

１ 調査概要 

(1) 目的 

総合技術研究所（以下「総研」という。）をご利用いただいた方の満足度や経営への貢献額

をお伺いし、総研の自己評価に役立てるとともに、ご要望やご意見をもとに、今後の支援サ

ービスの内容充実や質的向上を図る。 

 

(2) 調査対象 

令和６年度に総研において、設備利用（センターの保有機器・設備）、依頼試験、技術的課

題解決支援事業（ギカジ）、共同研究、受託研究、人材育成の各支援メニューを利用された方

（事業者、個人等）。 

 

(3) 調査方法 

対象者（669者）へ調査用紙を郵送し、広島県ホームページ又は FAXによる回答により収集

した。 

調査期間：令和７年６月２日～７月 31日 

 

(4) 回答状況 

回答者数：331者（回答率 49.5％） 

  



２ 調査結果概要 

(1) 業種内訳 

製造業、学術研究、専門・技術サービス、卸売業・小売業業等の回答者が多い。過去の結果

から大きな変化はない。 
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(2) 利用したセンター 

全体回答数の約 85%が工業系センター（食品工業技術センター、西部工業技術センター、東

部工業技術センター）となっている。 

 

 

(3) 利用した支援メニュー 

「設備利用」、「依頼試験」の回答が多くなっている。 
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(4) 利用のきっかけ 

「前回利用」したことによるリピートのほか、「センターでの技術相談」、「インターネット

上での検索」がきっかけとなっている。 

 

 

(5) 利用の理由 

「設備」、「研究員の知見」があることが、主な利用の理由となっている。
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(6) 満足度 

全体回答数の約 90%が「大いに満足」又は「満足」と回答している。 

 

 

(7) 満足した理由 

「対応が丁寧」、「目的の知見が得られた」という割合が多くなっている。 
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(8) 支援効果額 

１者当たりの支援効果額は、約 13,669千円／者となっている。 

 

 

(9) 職員への強化希望 

総研の職員に対しては「幅広い知見（技術の広さ）」や「技術力（技術の深さ）」が求められ

ている。 
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(10) デジタル技術への取組 

アンケート回答者のデジタル分野への取組状況は、約 79％が「既に取り組んでいる」又は

「今後取り組む予定」と回答した一方、約 21%が「現状取り組む予定はない」と回答した。 

表 デジタル技術への取組状況 

 

 

総研のデジタル技術への取組に関して、約 24％が「知っている」と回答した。また、総研

によるデジタル技術への支援について、「活用したことがある」又は「活用したことはない

が、今後したいと思う」と回答した者は、約 46％であった。 

表 総研のデジタル技術取組の知名度 

 

 

表 総研のデジタル技術活用状況 

 

 

(11) AI（人工知能）の活用状況 

近年利活用が進んでいる AI（人工知能）の活用状況について、各事業者の状況を聞いた。

約 67％が「既に活用している」又は「今後活用する予定」と回答した。 

表 AI（人工知能）の活用状況 

 

 

 

 

回答数 割合

既に取り組んでいる 136 43%

必要性を感じており、今後取り組む予定 113 36%

必要性を感じているが、現状取り組む予定はない 51 16%

必要性を感じておらず、現状取り組む予定はない 16 5%

回答数 割合

知っている 78 24%

知らない 242 76%

回答数 割合

既に活用したことがある 16 5%

活用したことはないが、今後したいと思う 126 41%

活用する予定はない 169 54%

回答者 割合

既に活用している 85 27%

今後活用する予定 123 40%

現状活用する予定はない 103 33%



(12) その他意見 

※対応してほしい点、改善してほしい点、よかった点など 

ア 感謝等に関するもの（抜粋） 

〇職員の方の対応が非常に丁寧である。質問に対して、わかりやすく説明してくださいま

した。 

〇スピーディーにご対応いただき大変たすかりました。 

 

イ 改善などの要望（抜粋） 

【保有設備関係】 

〇どのような支援メニューや補助金、貸し出し設備等があるか、もっと積極的に発信（DM

やメールなど）してお知らせ頂けると大変助かります。 

〇今後の新規設備の導入等が有れば、是非情報展開頂けますと幸いです。 

〇施設見学ツアーなど設備と技術などの紹介をしていただきたい。 

→ 積極的な情報発信に努めてまいります。設備に関しては、各センターのホームページ

にて情報発信しているほか、定期的に保有技術、機器のセミナーを行っておりますの

で、御活用ください。 

 

〇各機関のすべての設備が一覧でみられるようなページを作成してほしい。 

→ 食品工業技術センター、西部工業技術センター及び東部工業技術センターの保有設備

は、「広島県広島市工業技術センター共有ポータルサイト」に一覧がございます。ま

た、経済産業省ホームページから各センターの保有設備が検索可能となっております

ので御活用ください。 

共通ポータルサイト（https://www.itc.city.hiroshima.jp/renkei/） 

経済産業省    （https://www.meti.go.jp/kousetsushi/top） 

 

 

【支払関係】 

〇支払方法を増やしてほしい 

〇試験の支払いの方法が窓口か金融機関の窓口となるので総務の方が困っていました。 

→ 令和５年４月１日より、「依頼試験」、「設備利用」に関して、「Pay-easy（ペイジー）」

「クレジットカード」「QRコード決済等」を利用した電子納付が可能となっています。

電子納付には広島県電子申請システムを利用して申請手続、納付手続をしていただく

必要があります。詳しくは広島県ホームページをご覧ください（https://www.pref.h

iroshima.lg.jp/site/hiroshima-soken/dennshi-noufu.html）。 

その他のメニューに関しては、現金又は納入通知書でお支払いをいただいておりま

す。お手数をおかけしますが、よろしくお願いします。メニューごとの支払方法の詳

細はホームページをご覧ください（https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/a

attachmen/556567.pdf）。 

 



【試験結果】 

〇時間が掛かりすぎと思います。民間の希望する納期とは少し開きがあります。 

→ 御希望の納期とならず、大変申し訳ございません。御利用いただくメニュー、内容に

よって、御時間をいただく場合がございます。納期の目安については、御利用前にセ

ンターの担当者に御確認ください。御利用いただく御担当者様とコミュニケーション

を取り、可能な限り早く結果を出せるよう進めてまいります。 

 



【参考資料】アンケート用紙 

 



 

 



 

 

 

 

 



 


